
手にしているのは、カラートーク
（色を音声で案内する携帯型色認
識装置）です。

大王小学校での福祉学習で
講師を務めた小川正次様

（志摩市視覚障害者福祉会 ボランティア部）
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新年のご挨拶新年のご挨拶 社会福祉法人　志摩市社会福祉協議会

会長 　前　田　正　典
　あけましておめでとうございます。昨年は能登半島で元旦に地震、９月には
豪雨災害と甚大な自然災害が発生し、同じような半島に暮らす私たちにとって
も心が痛む出来事がありました。８月には南海トラフ地震臨時情報の発表によ
り、志摩市においても避難体制の準備が呼びかけられ、緊張が走りました。改
めて日頃の備えと、避難先の確認、訓練の重要性を再確認したところです。ま
た、福祉サービスを提供している私たちには、新型コロナウイルスなどの感染
症の対応についても気を緩めることのできない年となりました。
　このような混沌とした時世ですが、新しい年を迎え皆さまはどんな年にして
いきたいでしょうか。

　本会が皆さまと共に取り組む第４次地域福祉（活動）計画は、３年目に入りました。地域には多
種多様な福祉課題が絶えず発生し、様々な世代で生きづらさを抱えている現状がありますが、各町
に配置している地域支援コーディネーターは、皆さまのお力をお借りし、誰もが社会から取り残さ
れることなく、尊厳のある生活が続けられるよう活動を続けています。
　人口減少が進む地域においても子どもたちの声が絶えず聞こえ、大人になっても志摩市に愛着を
もって住み続けたい、戻ってきたいと思える地域づくりの必要性を感じています。そのためには、
これまでと同様に心の通う温かい支え合い活動で「共に育ち、共に生きる」共同を皆さまと一緒に
進めることが私たちの役割ではないかと思います。
　本会は、令和６年10月に合併後20周年を迎えました。これもひとえに皆さまのご協力の賜物と
深く感謝しております。これからの20年もますます意気軒高に、小さな子どもたちから高齢者の
皆さま、様々な障がいをお持ちの方まで「誰もが健康で居場所があり、自分らしく過ごせる地域」
であり続けるために役職員一同心新たに地域の福祉活動に取り組んでまいります。
　結びにあたり、皆さま方のご健勝を祈念し、ご支援とご協力を切にお願い申し上げ、挨拶といた
します。

❖民生委員児童委員功労者
匿名
❖社会福祉事業協助者〔個人〕
城 山 　 都（大王地区夢まちづくり委員会）
羽 山 　 伸（ボランティアグループアリス）
匿名　　　（ボランティアグループアリス）

木 造 明 子（とっぴんぱらりのぷう）
香 川 政 航（伊勢志摩邦楽クラブ）
❖社会福祉事業協助者〔団体〕
船越三嶋山太鼓クラブ
大方里山を愛する会
考えよか志摩の図書館
あやね＆ハーモニカ
クラブ志摩　志摩陸上クラブ

志摩市食生活改善推進協議会

日 比 秀 夫
若柳百合香会
志摩ライオンズクラブ
AGO20

社会福祉功労表彰

社会福祉功労感謝

令和６年度 志摩市社会福祉大会　社会福祉功労表彰・感謝者名簿（順不同、敬称略）

令和６年度
志摩市社会福祉大会
開催！
　11 月 24 日（日）磯部生涯学習センターにおいて
志摩市社会福祉大会を開催し、地域福祉の向上に
率先してご尽力いただいた個人・団体の皆さまの
功績に敬意と感謝を表しました。



能登半島地震から１年 ～いのちの教訓～能登半島地震から１年 ～いのちの教訓～

　災害が発生したら、被災された方々はご自身やご家族の命を守り復興を目指
し日常生活をとり戻していくことになると思います。
　社会福祉協議会では、日頃から地域の皆さまとつながりを持たせていただく
機会が多くあります。平常時はもとより災害が発生した時こそ、そのつながり
の中で皆さまのお力（地域の力）をお借りし被災した地域へ届ける機能と役割
を社会福祉協議会は持っています。
　また、災害時には市との協議や要請により「災害ボランティアセンターの設置・運営」「指定福祉避
難所の開設・運営」を担うこととなります。
　今後も災害時はもとより平常時も地域の皆さまとのつながりを大切にし地域活動やボランティア活動
を応援し続けてまいります。

なぜ社協が防災に関わるの？

　令和６年度の災害ボランティアコーディネーター養成
講座では、受講者数が過去最高の28名となりました。
令和元年度から毎年この講座を実施しており、年々災害
ボランティアへの関心度が高まっているものと感じてい
ます。
　いつ起こるか分からない有事に備えて、これからも地
域の皆さまの想いと共に志摩市の防災活動へ積極的に取
り組んでまいります。

その他の防災行事や取り組み
☆災害ボランティアコーディネーター
　養成講座（全２回）を開催しました！

・和具地区では、ふくし座談会を通じて「いの・つな・道あるき（タウンウォッチング）」「いの・
つな・道みつけ（防災ワークショップ）」が行なわれました。
・志摩市心身障害児者連合会では、生活交流会の中で「障がいのある人の防災対策」について４年
連続して学習する機会を提供しました。

☆市内地域でも様々な防災への取り組みがされています。

　令和６年１月１日16：10　石川県能登地方をマグニチュード7.6
最大震度７の地震が襲いました。災害関連死を含む死者462名、
行方不明者３名、半壊以上の建物29,523棟（令和６年11月26日
現在）など大きな被害が発生しました。孤立する集落で助け合う
人々の姿は決して他人ごとではありません。
　今一度令和６年８月８日に南海トラフ臨時情報が発令されたこと
を思い起こし、１月１日の節目の日に南海トラフ地震への備えを
点検していただければと思います。

　令和６年１月１日16：10　石川県能登地方をマグニチュード7.6
最大震度７の地震が襲いました。災害関連死を含む死者462名、
行方不明者３名、半壊以上の建物29,523棟（令和６年11月26日
現在）など大きな被害が発生しました。孤立する集落で助け合う
人々の姿は決して他人ごとではありません。
　今一度令和６年８月８日に南海トラフ臨時情報が発令されたこと
を思い起こし、１月１日の節目の日に南海トラフ地震への備えを
点検していただければと思います。



　社会福祉協議会では、全国のネットワークを活かして被災地へ職員を
派遣しています。
　派遣職員が被災地支援の現状で感じたことや被災地の想いなどを次の
コラムでご紹介します。

被災地へ職員を派遣しました

　令和６年３月22日（金）～28日（木）の間、三重県社協の災害派遣支援チームの
一員としてささやかながら何か力になれればという想いで、現地へ入りました。
私はもう一人のスタッフと共に、被災地域や被災者宅を訪問してボランティアによ
る支援が必要かどうかなどのニーズ調査や支援をつなぐための活動を行ないました。
　
　私が参加した時点では、被災地社協に多くの「ボランティアを望む声」が寄せら
れており、現地調査で訪問した際、自宅の状況を見て涙される方もいました。
　
　大地震の発生から１年が経過しましたが、被災地は家屋建物や道路の復興はもと
より、被災者の心の復興にはまだまだ時間が必要と感じています。
　一日でも早い日常を取り戻してほしいと願っています。

市介護・総合相談支援課
（志摩市へ出向）

青木  裕貴

　「はい、輪島市災害たすけあいセンターです」　
朝９時にボランティア受付専用電話の電源を入れると、すぐに市民の皆さんから電
話がかかってきます。
　
　私が輪島市へ行ったのが８月のお盆前ということもあり、「倒れた墓石を何とか
してほしい」などの相談や、「仮設住宅の入居が決まったので、家財道具を搬入し
てほしい」「輪島塗の道具を仮設工房へ移してほしい」など、地震から半年以上経っ
ていましたが、様々な声が災害ボランティアセンターへ寄せられてきました。電話
対応では、相手の気持ちに寄り添いながらも、内容を詳しく聞き取る必要があるこ
と、また土地勘がない中、地図を片手に場所を確認することもありました。
　
　約１週間滞在しましたが、町中の様子から志摩市で同様の地震が起きた時のこと
を考えずにはいられませんでした。災害時に備え、災害ボランティアセンターのし
くみづくりに、引き続き志摩市社協は取り組んでいきます。

地域支援課
課長　　　　　　
市川  真弓

輪島市社協作成
たすけあいちゃん

シール

　11月17日（日）に大規模災害を想定した職員参集訓練を実施しまし
た。まずは、職員自身が「自身の安全を守る、家族の安全を守る」こ
とでこの地域に災害が発生した場合でも地域の福祉を絶やさないよう

防災・減災への取り組みを続けて
まいります。

　志摩市社会福祉協議会は、今後
も皆さまと一緒に防災、減災の取
り組みを進めてまいります。ご支援ご協力をお願い申し上げます。

☆職員参集訓練を実施しました！
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笑顔で繋がる仲間の輪
出会えた奇跡と絆の輪

　志摩市で活動中の障がい児者・その他（子ども・高齢者・障がい児者以外）に関するボランティア
団体、地域ふれあいサロン活動者にインタビューのご協力をお願いしました。市民の皆さまがボラン
ティア・市民活動に興味を持つきっかけを作るため、市内の商業施設・公共施設にインタビュー内容
の掲示を行います。ぜひ見に来てください！

子育てはっぴぃ隊の活動に関心のある方は、下記連絡先までお問合せください。
くらしサポートセンターふんばり　☎0599－68－7130　

　０歳から18歳の子どもを養育するちょっ
と生活が苦しい世帯に食糧や日用品をお届
けし、継続して見守る子育てはっぴぃ隊！
　「子どもたちの笑顔のために」と、これ
まで企業や農家、個人の皆さまから温かい
お気持ちをお届けいただいています。

問い合わせ先　志摩市社協ボランティアセンター　☎0599－55－3885

日　　程

１月14日㈫～１月31日㈮ ２月10日㈪～２月14日㈮
２月17日㈪～２月19日㈬ ２月16日㈰ ２月19日㈬～３月３日㈪ ３月３日㈪～３月17日㈪

志摩市役所
市民課前

阿児アリーナ
ロビー

阿児アリーナ
しまこさん

福福まつり内
サンライフあご２階 イオン阿児店

地下１階エスカレーター前

これまでお世話になった
恩返し…

匿名様の想い

これまで福祉の方にはお
世話になりました。はっ
ぴぃ隊の活動を知り、お
役に立てたらと思い、お
米とお金の寄付をさせて
もらいます。

市外から毎月3,000円の
寄付…

亀山市　山大建築様

SNSではっぴぃ隊の活
動を知り、何か役に立て

たらと思いま
した。配布す
る物品の購入
費用に役立て
てください。

いつもありがとう
たくさんお菓子をもらってすごくうれしい
です。感謝しています。毎月、届けに来て
くれるのを楽しみにしています。

～小学生女の子より～　

心の余裕に…
当時は、お米やオムツ、生活用品をいただける事が、とに
かく幸せで…有難い気持ちでいっぱいでした。訪問時に、
色々話せたことも嬉しいです。お話を聞いていただくだけ
で、自分にも余裕が出ました。ありがとうございます。

～12月にはっぴぃ隊卒業　１歳の女の子のママより～　

クリスマスプレゼントを
届けたい…
辻岡様の想い

志摩市の子どもたちのた
めに何かしたいとずっと
考えていました。はっぴぃ
隊の活動を知り、これだ！
と思いました。クリスマ
スに子どもたちの笑顔が
見られたら嬉しいです。

匿名様

お米を寄付し
ます。子ども
たちに届けて
ください。

㈱ダイナム様 伊勢農業協同組合様 志摩青年会議所様 美容室カシア様

寄付者の想い

ご利用者様の想い
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「社協だより」はボランティア団体のご協力で、視覚障がいのある人に音訳（朗読）による広報をお届けしています。
ボランティアに興味のある方は、志摩市社協 地域支援課までご連絡ください。

無料専門相談のご案内
★★★お気軽にご相談ください★★★

法律に関する相談
～法テラス三重 （弁護士）～

◆経済的にお困りの方で法律相談の必要のあ
る方を対象としています。

◆事前予約制・先着６名（１か月前より受付）
　※ 予約時、収入等についてお伺いし、資力

基準の確認を行ないます。

相 談 日 ： ３月13日（木）　13：00～16：00
　　　　　 サンライフあご

〈予約・問い合わせ先〉
法テラス三重（日本司法支援センター三重地方事務所）

☎050-3383-5470（受付 9：00～17：00）

ひきこもり家族会「ねむの木」

◆家族同士で体験を分かち合い、
ミニ講座で関連制度とひきこも
りについて理解を深めます。

開 催 日：2 /20㈭、 3 /13㈭
実施時間：10：00～11：30
会　　場：サンライフあご２階

ミーティングルーム

〈問い合わせ先〉志摩市社協　地域支援課
☎0599-55-3885（受付 : 月～金 8：30～17：15）

予約・問い合わせ先：志摩市社協　地域支援課　☎ 0599-55-3885（受付：月〜金 8：30〜17：15）
※相談時間は30分です。１月６日（月）より受付開始します。人数には限りがありますのでお早めにご予約ください。

成年後見・相続に関する相談
～志摩成年後見サポート（行政書士）～

◆成年後見・相続・遺言などのご相談をお受けします。
◆事前予約制（前日までにご予約ください。）

相 談 日 ： ３月27日（木）　かがやき
実施時間 ： 13：30～16：00

〈予約・問い合わせ先〉志摩市社協　地域支援課
☎0599-55-3885（受付 : 月～金 8：30～17：15）

〈相談・問い合わせ先〉
くらしサポートセンターふんばり（サンライフあご内）
☎0599-68-7130／FAX 0599-44-1103

生活困窮者の相談窓口
～くらしサポートセンターふんばり～

◆さまざまな要因により経済的に困窮した方
に、生活の見通しがもてるよう相談支援を
行ない、解決に向けたお手伝いをします。

◆相談は随時行なっております。

相　　　　談 月　日 曜日 時　　　間 場　　　所 相　談　員

法 律 相 談 ２月20日 木
10：30～12：00 さ く ら 苑

弁 護 士
13：30～16：00 か が や き

登 記・ 訴 訟 相 談 ３月19日 水 13：30～16：00 サンライフあご 司 法 書 士

令和 6年 9月２１日から令和 6年 11月２０日までに、次の皆さまから心温かい善意が寄せられました。
これらは地域福祉事業の推進に役立てさせていただきます。

ご寄付をありがとうございました

丸定旅館他有志 様 廃油回収還元資金 3,000 円
故 山本妙子 様  100,000 円  車いす等

山大建築 様（子育てはっぴぃ隊へ） 毎月 3,000 円
西元幸子 様 介護用品

みしまでんき（大王町） やまや青果（阿児町） ㈱フロンティアの介護しまの憩（磯部町）

令和６年度 特別会費（法人）にご協力いただきありがとうございました

令和６年11月30日現在


